
■日本を征服しよう！■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 163 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：日本を征服しよう！ 

 

あなたは未来についてまじめに考えているか。世の中は変化が激しいので、未来を考えるのは難しいなどと、

いい加減なことを行っていないだろうか。確かに昔は、何百年も社会が変わらないことが普通だったので、未来

は考えなくてもわかったかもしれない。長く続いた徳川時代なら、家業や家督を子孫に引き継ぐ未来を想像した

かもしれないし、何千年も続いたエジプトの王朝時代なら、いくら生まれ変わっても奴隷のままだったかもしれ

ない。でも、未来を考えるのは未来を予測することでなく、未来を自由に描くことだ。たとえ奴隷でも、王様に

なる未来を描いて努力するのはできることだ。 

 

つまり、未来を考えるのは何かを願うことだ。天気予報で明日は雨でも、雨が降ったら困るなら、降らないで

欲しいと願うだろう。考えたとおりになるかどうかは二の次で、どうなって欲しいかが無ければ、喜びも悲しみ

も起こらない。願うからうれしいし、心配するから安心する。未来は考えることによって作られると僕は思う。

逆に考えずに未来を迎えたら、無感情でそのまま受け止めるしかない。だから、あなたは絶対に未来を考えてい

るはずだ。あまり未来は考えないという人は、考えていないんじゃなくてそれを説明するのが苦手か面倒なだけ

だ。今日は、あなたも必ず未来を考えているという前提で話を進めたい。 

 

さて本題はここからだ。最初はあなたの仕事について未来を聞かせて欲しい。ここでいう仕事とは、何かの成

果を伴う作業のこと。成果は収入でも満足でも何でもいい。成果を求めてあなたが取り組む仕事がうまく行った

とする。あなたはそれをいつまで続けたいか。もしもやめて、次の仕事をしたいのなら、それはどうするのか。

つまり、自分のやりたいことをいつまでも続けたいかどうかという質問だ。そしてもしもあなたが続けたいのな

ら、あなたができなくなったらどうするか。誰かに引き継いで欲しいかそれとも自分だけで終わらせたいか。も

しも誰かに引き継いで欲しいとしたら、その人にはどうして欲しいのか。つまり、永遠に続けて欲しいかどうか

というのが最初の質問だ。 



 

実は、同じ質問を家族でもしてみたい。あなたは自分の遺伝子を引き継ぐ子供が欲しいか。自分の遺伝子でな

くても知識や技術など何でも良いから引き継いでくれる人が欲しいか。そしてその人にはどうして欲しいかと。

更にもう一つ質問があって、それは故郷に関する質問だ。あなたには、これから帰りたい故郷があるか。もしも

まだ無ければ、これから故郷を作りたいか。そしてその故郷はいつまであって欲しいか。自分が死んだ後もいつ

もまでもあり続けて欲しいか。これらはすべて、未来についての質問で、最終的には永遠についての質問だ。仕

事、家族、故郷の未来について考えると、それは永遠について考えることになる。 

 

実は、空き家問題を考えているうちに、僕はこの 3 つの言葉にたどり着いた。空き家は次々と生み出され、そ

れらはさらに増え続け、減ることは無いのは、これら 3 つを考えないからだ。というのは、空き家が発生し増え

始めたのは終戦の直後から。第 2 次世界大戦で日本の都市部は焼け野原となって壊滅状態だったから、日本の住

宅はそこから作り始めたと言っても過言ではない。ところがそれ以来住宅戸数は増え続け、空き家の数も増えて

いる。日本の人口は 1980 年代に頭打ちとなっているのに、その後も増え続けているのは家族が分裂して世帯数

が増えているためだ。 

 

昔日本に会社は無かったので、ほとんどの家は仕事場を兼ねた住まいであり、会社勤めのサラリーマンと共に

専用住宅が生まれた。およそすべての商店や作業場は、自己所有の建物だったので、誰も家賃など払わなかった。

ところが、会社ができ家業を継がずに就職する人が増えると、家業を廃業して賃貸したり住宅に変化する。現在

空き家の過半数は賃貸住宅の空室だが、２年契約が大部分なので、すぐに空き家になる仕組みだ。残りの自宅は、

本来家族が使うはずなのに、別居したり解散したりで自宅を引き継ぐ家族がいなくなっている。やがて子どもた

ちは故郷を捨てて出ていくが、残された親も子供に引き取られたり施設に入って故郷を捨てていく。とても大雑

把だが、これが仕事と家族と故郷が捨てられるプロセスだ。 

 

こうして捨てられる前は、仕事と家族と故郷は長い間引継がれてきた。世界の長寿企業の大部分が日本にあり、

その大多数が地域密着の家族経営だ。明治以降７万以上あった集落が今や１７００余りの自治体に統合され、ニ

ュータウン以外に増えたまちなどどこにも無い。明治以前はエネルギーや食糧の供給は無く、すべての地域が自

給自足で自立していたことを考えると、現代の日本に存在する自立した経済圏は、東京、大阪、名古屋などの大

都市圏を考慮すれば、都道府県の自立すらおぼつかない。このままでは、日本の地域は３０程度となり、中心部

以外は空き家だらけの廃墟となる。これが客観的な日本の将来予測だ。だから僕は、みんなに未来を考えて欲し

い。これから捨てられる地域で仕事を起こし家族を作り、故郷として支配してもらいたい。それが僕の思い描く

未来の姿だ。 

 

http://nanoni.co.jp/20180617/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. トピックス：「(仮称)名栗･森人間コンテスト」の企画会議 

 

名栗の森オーナーシップクラブでは、毎月第 4 日曜日に例会を開催します。 

今回は、名栗の森の活用プランを広く公募する「(仮称)名栗･森人間コンテスト」の企画会議を行います。 

そして、午後からは現地の下見を兼ねて、森の入り口付近で軽作業を行いたいと思います。 

https://www.facebook.com/events/1821826354792071/ 



参加ご希望の方は参加ボタンをポチッと押して、コメントもお書き添えください。 

 

■６月例会 

日時：6/24(日) 10 時 

集合：辻村屋保全山荘 埼玉県飯能市下名栗 1111-2 

費用：一般 2,500 円、会員及び同伴者無料 どなたでも参加できます。 

･･････････ 

内容： 

10:00 ミーティング 山荘にて（コンテストについて) 

11:30 昼食・近況報告 

12:00 名栗の森にて 整備作業 

15:00 解散 

装備：山林内での軽作業ができる服装、軍手、石を運ぶ袋、筆記用具、お弁当 

 

･･････････ 

なお、笑恵館でも、同様の企画会議を行いますので、奮ってご参加ください。 

日時：6/21(木)14-15 時 

場所：笑恵館 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）6/18 ○終日笑恵館で面談可 

（火）6/19 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）6/20 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）6/21 ○午後から笑恵館で面談可 

12-18 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

14-15 時 ★名栗・森人間コンテスト企画会議 

18-20 時 ★持ち寄り食事会・ダチョウの卵付き（笑恵館） 

（金）6/22 ○なのに作業日（青葉台） 

（土）6/23 ○終日笑恵館で面談可 

   12-18 時 ★地主の学校を語る会 

（日）6/24 ○休業日 

 6/24 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

■その後のイベント 



6/26-27 ★御宿グッドネイバーズ 

6/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

6/30 ★地主の学校を語る会（笑恵館） 

7/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

7/12 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

7/19 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

7/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


